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学校適正配置の今後の進め方に関する打合せ会(第3回）

日時：令和4年2月17日（木）

午前10時00分～

場所:教育委員室(櫛引庁舎3階）

1 ・教育長あいさつ

戸

2現在の状況等について.(情報交換ほか）
（資料)'･公立学校施設の整備について(文科省R4年度予算案資料抜粋）

ほか9学区再編及び藤島中改築の検討について

、、

一

《

3今後の進め方について（課題整理ほか）

、

4その他

I
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公立学校施設の整備(令和4年度当初予算案） 令和4年度予算額(案） “8億円鵜
新しい時代の学びを支える安全･安心な教育環境の実現～SchooIsfortheFuture～ （前年度予算額 688億円) "ｲ押肖

令和3年度補正予算 1,312億円
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他施設との複合化により学習環境を

多機能化しつつ､効率的に整備
｡ 一 己

瓢濯《
、

回
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■学校施設の長寿命化を図る老朽化対策
■バリアﾌﾘｰ化､特別支援学校の整備
■他施設との複合化･共用化･集約化

患
と

、
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,函
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一

柱や内装に木材を活用し､温かみの
■

ある学習環境や脱炭素化を実現
老朽化対策と一体で多様な学習活動

に対応できる多目的な空間を整備１
１

■非構造部材の耐震対策等 一
■避難所としての防災機能強化（ﾄｲﾚ改修等）

新しい購代鯵

学校施設

脱炭素化

一一一 一一一一b
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避難所としての防災機能強化

’具体的な支援策

②認撫“
⑳

つくる

…願…

へらす

■制度改正：

＞学校施設以外との複合ｲ随伴う改築､長寿命化改
修の補助率引上げ（1/3→1/2）

＞大規模改造事業の上下限額見直し

■単価改定：

>LED照明､木材利用など標準仕ﾎ勅一部見直し等に
よる増 対前年勵上＋10.2％
小中学校校舎（鉄筋コンクリート造）の場合

R3220,700円/nイ一R4;243,300円/ni

＞脱炭素化先行地域などの学樹瓶胃壁EB化に向けた

I D -- --”■●I

国土強剛上蕊
團
計
燕
装
吟

激甚化･頻発化する災害への対応
太陽光発電など

⑧＝

工象ルギー調厨遡が
正唾ゼロ！

） -厘
更来の建希で

毎夏なエネルギー

I＝

申■u…FQTﾜﾛ：
■■

年間で消費する建築物のエネルギー量を大幅に削減するとと劃E
創工ﾈでｴﾈﾙキｰ収支｢ゼロ｣を目指した建築物

定単価に加えて＋8勵0％新たな単価加算 上冒

出典:環境省ﾎｰﾑペｰプ4t

グ
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公立学校施設の整備(制湾改正①）
ー

公共施設との複合化･集約化に係る制度改正について 俗、

ぐ

公共施設の中で最も保有面積の割合が高い学校施設は､その整備方針が公共施設全体の整朧十画に大きな影響を与
えるが､一方で他の公共施設（社会教育施設子育て支援施設など）と機能面等で多くの共通点もある。

そのため､学校施設を中心に公共施設の複合化･集約化に取り組むことで､公共施設の総面積の削減と施設整備費等の
ｺｽﾄ縮減が図られることから､当該事業に対して補助率の引上げを行う。

制度改正の概要

＜対象事業＞

・亜築毫業_X危険全_壬適掻l__
・長毒命化改良事業(長寿命化）
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＜対象施設＞

小学校､中学校､義務教育学校中等教育学校の前期課程牛朝ﾘ支援学校幼稚園の校舎園舎､体育館 ～
1

＜補助要件＞

、複合化等の相手方となる公共施設(既存建物） されること｡の延回転

※複数の公共施設が対象になる場合､総面積で10％以上削減されること。

､複合化等の相手方は､学校以外の公共施設(社会教育施設､こ

く留意事項＞

毎年度の予算状況等を踏まえ､補助要件を満たす事業についても

(社会教育施設､子育て支援施設等） とする。
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する6金の対象外の公共施設を優② 面設環境三
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絡する。※調整の実施は､申請の前年度に行うこととし､具伽勺な内容･日程等の詳細については､別途､連全 5
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[概要］現状、課題及び方針について ‘

1学辰再編（学校滴下配置）の方向件 ”－－－－ ‐…－－＝ ‐ －
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〈緤渦〉 ：;‘ 〈現状･課頴〉
複式学級解消を主眼に取組 ； ； 依然没して児童生徒数（出生
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針(Eついて{ま再検討が必要・
■ ■
■ ■
■ 針については再検言数）が減少傾向

; H23～29年を計画期間とする学校適正配置基本計画を

； 策定、①子どもにとって望ましい教育環境の整備、②
§ 全ての子どもに対する公平で適正な教育環境の保障、
； ③子どもの成長に応じた学びと指導を大切にした、適
； 正規模の集団での学び合い、切蹉琢磨を通じた暹,しい

:.、心の泗養、 ．という観点から’4校の統合を実施。
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. 、複式化･小規模校化の進展による影響を検証■
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する一方で、少人数学級の再評価やコミュー■ －
■

ティスクール制度の普及、小中一貫教育制度胃
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な湾、小規模校でも欠点を補い、教育効果を■
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､得られる学校運営について検討を要する。
今

．々、ロロ．ppj、ロロロロ．、ロロ．、mpm・・・、ロロ。ロ・・・・cpUm･cup・・・ロロ・己．

地域の地理的条件や歴史的背景

等諸要因を考慮しながら、中長
期的視点に立った適切な学校適
正配置について検討する必要性
は変わらない。
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3学校摘正配置と校舎改築・小中一貫教育との調整

謹選菫5患菫農産鮒 ;…漁鼈■■

◆●■■■■■■■■■■■■■

◆己■■■写■■■■■■■■■■畢■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■sC■g■■■■■ご■■■■b 今
◆ ◆

今 ●

密｡＜方向性＞ ．b

■ p

苧*塞鱸1F応じた学区再編や小中一貫教育
■ ．

■

■■■■■■■■■■■■｡■■､■■■■■■■■■■■■■■

今

く現状．課頴>、

◇

教育の質の高度化･多様化 制度導入の検討

◆

試
一

■
一

繩
小
と
》

Ｇ

轍
り
加
偏
》
■

銅
お
る
て
罪

学
唾
肺
恥
〃
》

高
示
性
と
叩

校
を
貫
要
函

■

岸
針
一
｝
必
独

刷
訪
性
鮎
誕

勵
す
続
構
配

峰
鄭
鵬
“
蚕
秘■

Ｒ
を
校
う
れ
》

は
制
学
１
わ
加

国
任
中
キ
思
叩々◇◆

・
甘
口
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
が
■
●
や

■
■
■
■
■
■
■
■
■
胃
■
■
■
■
■
ご
寺
々

◆
。

◆

。
ｄ

縮
娠
教
、

■

る
・
”

あ
”

‐
棚
田
鄙
で
唖

定
。
・

学
園
弧
叩
予
“

縮
弾
調
校
唖
開
・

識
捌
評
棚
》

｜
脈
市
寸
・
一
員

誰
嘩
掃
唾
》
一

石
膠
学
さ
蜆
》

て
倫
目
副
叩

制
卸
釧
脱
卿
一

脈
征
師
帳
碑
》

ロ

県
さ
新
育
Ｒ
姉

●
々

●

●

■
■
■
■
■

吟
謡

■

◆
●ず ．戸v一J1グ諦凹ゴーIグB－ーーoーーg一一 一ー ‐
◆｡ ｡ ｡ ･ ･ ･ 8
・・も．｡;…ロ。ロ。ロロ．。､ロロロ．画ロロロロα・ロロロロロ｡･･画・…。…・…ロ･ロロ画ﾛ･



’龍毒藏享種逼正配置殿び藤島中改築の検討I易築の検掌 学 び藤 改 にう富
、
。
壬

）

興
起

ｐ
曇■

Ｐ

・

Ｉ
樺
色

令和3年12月
教育委員会管理課いて

.、…よ ， ”ﾛ･芦蚕琵一 ､一一一唇 も－ －－－， 降唖…勾舎二…一樺一 1今 理＝ 一角一一参劃-． 海‘ 国 ＝ 一 一一 → ＝ [写'･ －璽奄一三一二四睦全侭 u･----. ~.~‐ ﾋ‘ ．､

島地域文厚エリアの課題検討スケジュール《案）藤
“aムユ 三F■

’ ’
;1

』’ ’’’ I|： 翁綱#嬢溌令澗澗嫌度総痘 令瀧簿織獲令和怠雑度和怠蕪度 篭瀧驚鰯獲令撒懲霧嬢 令和ツ令粕職零度 令和4鑓麓

ｰ~ー 雄 ．‐ ．
；

声》岬
飛
撫
再
糎
塞
詑
停
■
が
が
９
Ｆ
Ｉ
裂
毒
琴
奪
、

一
全

I
両口干 些

！
Ｉ

西
古
産
辱
凸
廿
一
己
Ｂ
到
低
Ｕ
唖
Ｇ
Ｂ
可
４
母
画Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ

地域振興懇談会等における住民説明･合意形成
藤島罐竣
文僅奉り宝の

■篭琴撫

ー

０
勺
。
■
晶
邑

Ｐ
岳
で
●
意
０
８
■
要
己
④
刃
■
●
■
、
。
○
毎
昌
■
ｐ
■
凸
■
■
口
ｑ
■
ｆ

Ｔ
“
ｚ
■
勺
ｓ
”
■
己
■
矼
岳
垂
ロ
ー
■
唇
箆
エ
ニ
毎
晩
心
，
、
お
忽
容
画
』
■
Ｚ

全体調整会議
(学校配置施設複合化･跡地利用につし､て検討）
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小中一貫校の検討･方針決
定
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藤島中改築
(建築工事）武道館･図書館の配置検討
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